
 
⻄宮市教育⼤綱 

 
 

豊かな⾃然と伝統に恵まれた⽂教住宅都市・⻄宮では、「夢はぐくむ教育のまち」の理念の下、い
まを生き、そして未来の主役である子供が、確かな学力、豊かな心、健康・体力という「生きる力」
を育み、それぞれの夢の実現をめざしてきました。このような⻄宮の教育の⼤切な部分はこれから
も変わることはありません。 

子供は、学校だけではなく、地域でのさまざまな体験を通して、見識を深め、主体的に多くの人と
交流するなか、お互いを認め合い、育っていく存在です。そのためにも、⼤人は一人ひとりの子供を
かけがえのない存在として、愛情と敬意と寛容さをもって接し、慈しむことがとても⼤切です。 

私たちを取り巻く世界は、技術革新が進む一方で、社会・環境も⼤きく変化し、将来予測が困難な
時代を迎えています。このような時代だからこそ、一人ひとりが努力を積み重ね、知恵を出し合い、
さまざまな人たちと力をあわせ、人間ならではの感性や想像力を活かし、未来を切り拓いていくこ
とが求められています。 

 
私たちは、このような視点に立ち、一人ひとりを⼤切にしながら、たくましさとしなやかさを持

ち、未来の⻄宮、未来の世界に向かって生きる人間を育てるまちをめざします。 
第一に、市⺠一人ひとりが個人として尊重され、乳幼児期から家庭や地域の温かい見守りと信頼

の中で、思いやりと⾃分を⼤切にする気持ち、⾃立心を育むまちであること。 
第⼆に、市⺠一人ひとりが⾃分らしい形で社会の中で共に生き、コミュニケーションをとり、⽀

え合いながら、それぞれの役割と居場所が見つけられるまちであること。 
第三に、市⺠一人ひとりがおかれた環境や状況などに関わりなく、必要とする教育を受ける機会

とそのために必要な⽀援を受けられるまちであること。 
第四に、市⺠一人ひとりが乳幼児期から質の⾼い教育・保育を受け、その後の学校での各教科等

の学習や、豊かな体験活動を通して、生きる力を培っていけるまちであること。 
第五に、市⺠一人ひとりが生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学び続け、そ

の成果を適切に生かすことを通じて、⾃己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるようなま
ちであること。 

 
 「夢はぐくむ教育のまち」をめざす⻄宮市は、子供と⼤人に対してそれぞれ共にめざしたい姿を
ここに示し、これを今後の教育・子供施策の礎とします。 



【⻄宮の子供たちへ】 
 

① ⾃分⾃身を信じて、新しいことや⾃分の目標に挑戦する勇気を持ちましょう。 
 

② やってみてうまくいかないときも、落ち着いて、そこからどうすればいいか考えましょう。 
 

③ 広い視野で物事を捉え、⾃分の言葉で⾃分の考えを表現しましょう。 
 

④ 一人ひとりのさまざまな考え方や価値観を認め合い、⼤切にしましょう。 
 

⑤ 私たち一人ひとりの気持ちや行動が社会をつくることを意識し、社会の一員として思いやりを
持ち、行動しましょう。 
 

⑥ 私たちが暮らす⻄宮や⽇本の⾃然や伝統⽂化に親しみ、ふるさとへの誇りを持ちましょう。 
 

⑦ 規則正しい健康的な生活を心がけ、楽しく遊び、いろいろな体験をしてみましょう。 
 
 
【⻄宮の⼤人たちへ】 
 

① 子供の興味や意欲に気付き、それを深めたり挑戦したりすることを応援し、見守りましょう。 
 

② 子供の挑戦がうまくいかないときもそれを受け止め、子供の判断を尊重し、共に考える姿勢を
持ちましょう。 
 

③ ⾃分の期待や特定の考え方を押しつけず、子供の話にじっくり耳を傾けましょう。 
 

④ さまざまな⽂化や価値観を持つ人との出会いやそこから得られる気付きを⼤切にし、違いを認
め合える社会づくりを進めましょう。 
 

⑤ 社会の一員として、何ができるかを考え、行動し、子供の模範となるよう心がけましょう。 
 

⑥ 子供が過ごし、育つ地域や⽇本の四季や伝統⽂化を感じられる機会をつくりましょう。 
 

⑦ 子供のこころと身体の成⻑に気を配り、さまざまな体験ができる機会をつくり、共に学び続け
ましょう。 

 
 

 


